
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所在地  佐世保市小佐々町楠泊 526 番地 

校 長  片渕 満里子         

児童数  １６５名  学級数  ８学級  

 

１  目   的  

   小中一貫型コミュニティ・スクールの推進及び地域教育力を

活用した教育活動の充実  

 

２  実践内容  

＜地域学習カリキュラム＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐世保市立楠栖小学校  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習支援  

登下校の見守り  朝の読み聞かせ  図書館整理  

放課後補充学習  

かがやき会議  

中学生による  

運動会入場行進演奏  

乗り入れ授業（理科）  ３校児童・生徒交流  

かがやきっ子会議  

地域清掃  

ボランティア  

おさかな  

あいさつ  

乗り入れ授業  

（外国語活動）  

３校職員  

連絡会  



３  成   果  

○  地域学習カリキュラム一覧表を作成し、それをもとに全学年で

地域教材や地域人材を積極的に活用し、本校独自の特色ある教育

活動を展開することができた。児童は地域のよさを感じながら、

体験を通して学ぶことができている。また、多くの地域人材やボ

ランティアスタッフとの交流を楽しみにしており、児童の情操教

育にも大きく役立っている。地域学校協働本部との連携で新たな

地域人材も発掘できた。  

 

○  小中一貫型コミュニティ･スクール「海光る町学園」や「おさ

かなあいさつ」を、保護者、地域への啓発と児童や職員の意識高

揚を目的として環境整備に取り組んだ。看板、幟旗、カレンダー

があることで、保護者や地域の「コミュニティ･スクール」への

意識は確実に高まり、協力体制が広がってきている。幟旗を小佐

々地区全体に設置することによって、「おさかなあいさつ」も浸

透してきた。  

 

○  学校運営協議会と別に、かがやき会議を年３回開催した。学校

経営方針を理解してもらうだけでなく，地域での子ども達の生活

の様子や安全面についても話し合うことができ，教育活動への支

援・協力を得ることができた。  

 

４  おわりに  

   今年度から小中一貫型コミュニティ・スクール「海光る町学

園」としてスタートした。小佐々地区３校で試行錯誤を繰り返

しながら実践を積み重ね、多くの成果を残すことができた。本

校も、地域教材や地域人材を活用した独自の取組を推進するこ

とができた。しかし、現状に満足することなく、課題を改善し

ながら、さらに地域とともにある学校づくりに取り組んでいき

たいと考えている。  


